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満開の桜の下で
　公津公民館のシンボル・しだれ桜をみんな
で愛でようと開催されている「ふれあいまつ
り」。3 年目にして初めて満開と重なり、沖縄
の伝統芸能「エイサー」を舞う子どもたちの
笑顔も格別のものとなりました。（4 月 1 日）

空
そ

港
ら

、交
ふれあい

流、希
ゆ

望
め

��創造都市成田

主な内容
市民の日フェスティバル
子どもの安全を守るために
来年 4 月 1 日に採用の市職員を募集
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成
田
市
・
下
総
町
・
大
栄
町
が
合
併

し「
新
成
田
市
」が
誕
生
し
た
こ
と
を
記

念
し
て
制
定
さ
れ
た「
成
田
市
民
の
日
」

を
市
を
あ
げ
て
祝
い
、
市
民
の
親
睦
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
市
民
の
日
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
3
月
27
日
、
国
際
文
化

会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
ホ
ー
ル
で
は
、
成
田
市
表
彰
式
に

続
き「
井
上
あ
ず
み
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
と
な
り

の
ト
ト
ロ
」な
ど
子
ど
も
た
ち
に
お
な

じ
み
の
曲
を
井
上
さ
ん
が
歌
い
上
げ
る

と
、
詰
め
掛
け
た
約
1
、
0
0
0
人
の

観
客
は
、
澄
み
切
っ
た
歌
声
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
の
後
半
に
は
会
場
の
子

ど
も
た
ち
と
の
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
や
加

良
部
小
、
平
成
小
合
唱
部
と
の
合
唱
も

行
わ
れ
、観
客
が
手
拍
子
を
送
っ
た
り
、

一
緒
に
口
ず
さ
ん
だ
り
と
会
場
は
和
や

か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

午
後
に
な
る
と
大
ホ
ー
ル
で
は
取
香

の
三
番
叟
、
西
大
須
賀
の
神
楽
、
伊
能

歌
舞
伎
と
市
内
各
地
に
伝
わ
る
伝
統

芸
能
の
公
演
が
、
中
央
広
場
で
は
成
田

高
校
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
部
の
演
技
や
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
世
界
各
国
の
料
理
や
市
内
の

農
産
物
を
使
っ
た
料
理
の
屋
台
な
ど
が

並
び
、
会
場
内
は
一
日
中
多
く
の
人
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

井上あずみさんと加良部小学校、平成小学校合唱部による合唱

井上さんとの楽しいクイズも

多彩な催し物で

「市民の日」をお祝い

市民の日
フェスティバルを開催

新成田市誕生1周年記念
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　合併を記念し、ふるさと成田の美しい風景や風物詩をテーマに「ふるさと
写真コンテスト」を開催したところ、＜春夏の部＞と＜秋冬の部＞に、合計
95点の作品が寄せられました。
　厳正な審査の結果、＜春夏の部＞では鴻田昌彦さんの「坂田ヶ池公園の春」
が、＜秋冬の部＞では宮野正義さんの「大塔秋彩」が、最優秀賞と決定しま
した。このほか優秀賞、入選作品を選定しました。
　これらの受賞作品は、市民の日フェスティバル当日、国際文化会館ホー
ルロビーに展示されました。各部門の最優秀賞と優秀賞は次のとおりです。

春夏の部
◎最優秀賞＝鴻田 昌彦さん
　タイトル＝「坂田ヶ池公園の春」
◎優秀賞＝宮野 正義さん
　タイトル＝「古木彩る朝の輝き」
◎優秀賞＝北崎 利之さん
　タイトル＝「子供 生長を願って」
◎優秀賞＝川瀬 進三さん
　タイトル＝「燃える桜」

秋冬の部
◎最優秀賞＝宮野 正義さん
　タイトル＝「大塔秋彩」
◎優秀賞＝鴻田 昌彦さん
　タイトル＝「公津の杜のイルミ
ネーション」
◎優秀賞＝秋山 操さん
　タイトル＝「根木名川の夜明け」
◎優秀賞＝久古 栄さん
　タイトル＝「高岡の谷津田」

ふるさと写真コンテスト

見応えのある作品がずらり

春夏の部・最優秀賞「坂田ヶ池公園の春」

秋冬の部・最優秀賞「大塔秋彩」

取香の三番叟 西大須賀の神楽 伊能歌舞伎

成田高校ダンスドリル部「VIGORS」の演技
を見ようと中央ステージ前は大にぎわい

市内の特産品も販売

●市内の伝統芸能も公演

市民の日フェスティバル
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▽
宮
嶋　

一
好（
高
岡
）

▽
菅
　

貞
雄（
前
林
）

▽
引
地　

義
男（
伊
能
）　

▽
瀧
澤　

典
男（
堀
之
内
）　

▽
古
関　

光
一（
竜
台
）　

▽
清
水　

功
一（
宝
田
）　

▽
谷　
　

照
雄（
下
方
）　

▽
飯
田　

健
司（
芝
）　

▽
佐
藤　
　

勲（
玉
造
）　

▽
青
栁　

德
厚（
新
町
）　

▽
渡
邉　

昌
美（
土
屋
）　

市表彰を受けられた皆さん

市 表 彰

長年の努力と顕著な功績をたたえ
　平成18年度成田市表彰式が、3月27日

に成田国際文化会館で行われ、成田市の発

展伸張に寄与された36人・1団体の皆さん

が表彰されました。また、新成田市誕生1

周年を記念し、合併協議会委員として成田

市・下総町・大栄町の合併に尽力された

31人の皆さんも表彰されましたのでご紹

介します。（敬称略）

平成18年度成田市表彰式

▽
多
田　

利
之（
成
田
）　

▽
加
藤　

栄
一（
富
里
市
）　

▽
岩
館　

宗
德（
成
毛
）　

▽
藤
﨑　

晴
生（
美
郷
台
）　

▽
高
橋　
　

明（
西
大
須
賀
）

▽
川
瀨　
　

淳（
名
木
）

▽
稲
葉　

浩
二（
津
富
浦
）　

▽
川
嶋　

輝
夫（
前
林
）　

︻
徳
行
彰
︼�

▽
押
尾　

禎
一（
千
葉
市
）  

芳

▲式辞を述べる小泉市長

◀ 合併に尽力された皆さんを表彰

市の発展伸張に寄与された皆さんを表彰

市
表
彰

︻
功
労
彰
︼

▽
柏
熊　
　

明（
前
林
）

▽
大
越　

弘
一（
柴
田
）

▽
富
澤　
　

正（
滑
川
）

▽
吉
田　

博
司（
横
山
）

︻
功
績
彰
︼

▽
秋
葉　

三
郎（
新
田
）

▽
覀野　
作
男（
大
栄
十
余
三
）

▽
青
野　

義
信（
高
岡
）

英
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︻
功
績
彰
︼

▽
二
宮　

誠
治（
並
木
町
）

▽
鈴
木　

翔
子（
成
田
高
）

▽
本
多　
　

綾（
成
田
高
）

▽
尾
又　

平
朗（
成
田
高
）

▽
佐
藤　

佑
哉（
成
田
高
付
属
中
）

▽
郡
司　

真
里（
加
良
部
小
）

▽
成
田
国
際
高
等
学
校
少
林
寺
拳
法
部

市民の日フェスティバル

教育委員会表彰を受けられた皆さん

教 育 委 員 会 表 彰

合併功労表彰を受けられた皆さん

合 併 功 労 表 彰

▽
須
賀
川　

孝
男（
高
）

▽
塚
本　
　

修（
西
大
須
賀
）

▽
一
鍬
田　

俊
樹（
名
古
屋
）

▽
椎
名　

千
俊（
前
林
）

▽　

井　

壽
男（
桜
田
）

▽
伊
藤　

正
美（
川
上
）

▽
明
石　

要
一（
千
葉
市
）

▽
土
田　

宏
昭（
八
街
市
）

▽
野
中　

憲
男（
飯
田
町
）

▽
藤
﨑　
　

毅（
玉
造
）

▽
髙
橋　

重
義（
桜
田
）

荒

▽
　
　

義
雄（
成
井
）

▽
瀨
尾　

幸
雄（
小
浮
）

▽
石
槗　
　

成（
名
古
屋
）

▽
大
竹　
　

誠（
猿
山
）

▽
秋
山　
　

忍（
吉
岡
）

▽
飯
塚　

俊
一（
吉
岡
）

▽
玉
井　
　

實（
吉
岡
）

▽
佐
藤　

吉
英（
伊
能
）

▽
野
間
口　

勉（
花
崎
町
）

▽
青
木　

偉
年（
玉
造
）

▽
飯
田　

健
司（
芝
）

葉

教
育
委
員
会
表
彰

︻
功
労
彰
︼

▽
矢
野　
　

剛（
猿
山
）

▽
伊
藤　

眞
綱（
三
里
塚
）

▽
青
山　

芳
子（
猿
山
）

合
併
功
労
表
彰

▽
可
瀨　
　

力（
名
木
）

▽
佐
藤　

末
勝（
伊
能
）

▽
櫻
井　
　

宏（
名
古
屋
）

▽
髙
木　
　

豊（
馬
乗
里
）

▽
宇
都
宮　

高
明（
橋
賀
台
）

▽
加
藤　

武
夫（
飯
田
町
）

▽
岩
澤　
　

衛（
西
和
泉
）

▽
渡
邉　

昭（
土
屋
）

▽
越
川　

富
治（
公
津
の
杜
）
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下総公民館
高岡1435　☎96-0090
ウォーキング教室（P20参照）
5月〜6月（4回）／一般

3歳児親子教室（P20参照）
5月〜10月（6回）／3歳児と親

草木染め教室
6月（2回）／一般

夏休み子ども教室
7月（1回）／小学生親子

映画会
7月（1回）／一般

生け花教室
10月（2回）／一般

初級英会話教室
10月〜11月（4回）／一般

子ども創作教室
12月（1回）／小学生親子

生きがいセミナー
3月（1回）／高齢者

遠山公民館
大清水48-7　☎35-0600

外国人のための
日本語教室（1クラス）
4月〜3月（39回）／外国人

2歳児親子教室（P21参照）
5月〜7月（7回）／2歳児と親

夏休み子ども教室
8月（1回）／小学生

韓国語教室
10月〜11月（5回）／一般

洋菓子作り教室
12月〜2月（2回）／一般

中郷公民館
赤荻1587-1　☎22-4614
夏休みこども教室
7月〜8月（3回）／小学生

手描き友禅教室
10月〜12月（8回）／一般

中郷地区生きがいセミナー
2月（1回）／高齢者

大栄公民館
松子393　☎73-7071
中国語教室
9月〜1月（10回）／一般

水墨画教室
9月〜11月（10回）／一般

体験英語教室
6月〜8月（10回）／5歳児〜小学2年
生

高齢者生きがいセミナー
10月（3回）／高齢者

2歳児親子教室
11月〜1月（6回）／2歳児と親

子どもフラダンス教室
8月（5回）／小・中学生

親子ゆかた着付け教室
6月（1回）／小学生親子

夏休み子ども教室
7月（1回）／小学生

ミニ門松づくり教室
12月（1回）／小学生以上

正月用生け花教室
12月（1回）／一般

映画会
7月（1回）／一般

こども体験セミナー いろいろチャレンジしてみよう！
　地域やサークルの人たちと触れ合ってみませんか。公民館では魅力満載の体

験学習を多数用意して、皆さんの参加をお待ちしています。

参�加費＝無料（ただし、教材費は実費。全7回で3,000円程度）

申�し込み方法＝5月2日（水）（必着）までに、往復はがきに住所・氏名・学校名・

学年・電話番号を書いて中央公民館（〒286-0017 赤坂1-1-3）へ（応募者多

数は抽選）

※くわしくは中央公民館（☎27-5911・第1月曜日、祝日は休館）へ。

期　日 内　容 場　所
5月19日（土）開講式・坐禅体験 寺台地区
6月23日（土）ジャガイモの収穫 西和泉地区
7月21日（土）蛍を見よう 吉岡地区
9月29日（土）県防災センター見学 松戸市

10月27日（土）木工作 公津公民館
11月17日（土）房総のむらで歴史と自然を体験 栄町
12月22日（土）閉講式・手打ちそばづくり 中央公民館

期　日 内　容 場　所
6月 2日（土）開講式・ベーゴマ・折り紙遊び 中央公民館
6月16日（土）竹細工 公津公民館
7月 7日（土）陶芸体験 中央公民館
9月 8日（土）プラネタリウム見学 つくば市

10月13日（土）太巻き寿しづくり 中央公民館

11月24日（土）リサイクル作品づくり リサイクルプラザ
ほか

12月 8日（土）閉講式・臼ときねでもちつき体験 中央公民館

【低学年の部】　父親と小学1 〜3年生　15組30人 【高学年の部】　小学4 〜6年生　30人

太
巻
き
寿
し
づ
く
り

八生公民館
松崎317　☎27-1533
親子たけのこ掘り教室
4月14日（1回）／小学生親子

手具健康教室
6月〜7月（6回）／一般

ピュアフラワー教室
7月〜9月（4回）／一般

華手まり教室
11月〜12月（4回）／一般

八生地区生きがいセミナー
2月（1回）／高齢者

豊住公民館
北羽鳥2024-1　☎37-1003
折り紙教室
6月〜7月（5回）／一般

夏休みこども教室
7月（1回）／小学生

豊住地区生きがいセミナー
11月（1回）／高齢者

鳥たこ作り教室（子ども対象）
12月（1回）／小・中学生

鳥たこ作り教室（成人対象）
1月〜2月（5回）／一般

華手まり教室
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加良部公民館
加良部3-4-1　☎28-7961
夏休み子ども教室
7月（1回）／小学生

ベビーヨーガ教室
9月（3回）／3カ月〜1歳の子どもと母親

ちりめんでお人形作り教室
10月（3回）／一般

橋賀台公民館
橋賀台1-43-1　☎26-9695
夏休み親子工作教室
7月（1回）／小学生親子

実用書道教室
9月〜12月（10回）／一般

リサイクル布草履作り教室
6月（2回）／一般

玉造公民館
玉造7-21　☎26-3644
フィルムステンドグラスづくり教室
6月〜7月（4回）／一般

絵手紙教室
9月〜11月（6回）／一般

親子科学実験教室
7月（1回）／小学生親子

絵画教室
9月〜11月（4回）／一般

ファミリー音楽コンサート
10月20日（1回）／一般

お囃子教室
1月〜2月（5回）／小学生

ちりめんで節句のお人形づくり教室
2月〜3月（4回）／一般

中央公民館
赤坂1-1-3　☎27-5911
外国人のための
日本語教室（4クラス）
4月〜3月（105回）／外国人

こども体験学習セミナー
（右ページ参照）

2歳児親子教室（P21参照）
5月〜7月（7回）／2歳児と親

3歳児親子教室
9月〜10月（7回）／3歳児と親

I�T講習会（初心者）
10月（4回）／一般

男の料理入門教室（P21参照）
5月〜6月（6回）／一般

セカンドライフ支援セミナー
6月〜11月（10回）／55歳以上

成田公民館
田町299-2　☎24-0787
夏休み親子教室
8月（1回）／小学生親子

ゆかた着付け教室
6月〜7月（2回）／中学生以上

園芸教室
9月〜12月（3回）／一般

男の料理入門教室

公津公民館
宗吾1-839-1　☎26-9610
第3回公津しだれ桜
ふれあいまつり（実施済）
3月31日・4月1日／小・中学生、一般

えびがにつり教室
6月（1回）／小学生親子

夏休み子ども
水墨画・工作教室
8月（4回）／小学生

フラワーデザイン教室
10月〜12月（6回）／一般

初心者のビデオカメラ教室
7月〜9月（8回）／一般

久住公民館
幡谷922-2　☎36-1646
夏休み子ども教室
7月（1回）／小学生親子

ミニチュアガーデニング教室
8月・12月（2回）／一般

生きがいセミナー
2月（1回）／高齢者

しいたけづくり教室
3月（1回）／一般

えびがにつり教室

学びと出会いの
輪 を広げよう

　公民館では、各種教室・講座を予定しています。子どもから

お年寄りまで楽しく気軽に参加できる教室ばかりです。新しい

趣味や友だちを見つけに参加してみませんか。

平成19年度公民館主催事業

公民館名
住所　電話番号
教室名
実施予定月（回数）／対象

教室の見方

※ 参加者の募集は「広報なりた」でお知らせします。都合により日程や主催館の変更、または中止になる場合があり
ますのでご了承ください。くわしくは中央公民館（☎27-5911・第1月曜日、祝日は休館）へ。
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平
成
17
年
11
月
に
広
島
市
、
12
月

に
旧
今
市
市
で
下
校
中
の
児
童
が
殺

害
さ
れ
る
と
い
う
大
変
痛
ま
し
い
事

件
が
連
続
し
て
発
生
し
た
こ
と
は
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
全
国
で

安
全
強
化
を
図
っ
て
い
る
矢
先
に
起

き
た
こ
れ
ら
の
衝
撃
的
な
事
件
は
日

本
中
を
震し

ん

撼か
ん
さ
せ
ま
し
た
。

　

市
内
で
も
不
審
者
の
情
報
が
数
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
な
ど
、
子
ど
も

の
安
全
が
脅
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
各
学
校
や
市
で
は
、
児
童

生
徒
の
安
全
確
保
の
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
地

域
ぐ
る
み
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、

子
ど
も
た
ち
が
よ
り
安
心
し
た
生
活

が
送
れ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

各小学校に派遣されるスクールガード・リーダー

子
ど
も
の

安
全
を
守
る
た
め
に

児童の登下校を見守る地域の皆さん

広報なりた2007.4.15 �



　  防 犯 ブ ザ ー
　市では小学生と中学生女子の希望者に防犯ブザーを貸与しています。防犯
ブザーはランドセルなどに付け、自分で身を守る意識を高めるとともに身の危
険を感じた場合にはブザーを鳴らすよう、学校を通じて指導しています。
　万が一、自宅周辺などで「ピィー・ピィー」という警告音が聞こえたら、子ど
もが助けを求めている合図です。その際には現地に駆け付けたり、周囲の人と
協力して子どもを助けてくださるようお願いします。

　  こ ど も 1 1 0 番 の 家
　危険を感じ助けを求めてきた子どもを保護し、警察などに連絡を行う「こど
も110番の家」を、約2,000の家庭や商店に協力いただいて、市内全域に設置し
ています。位置などを親子一緒に確認しておきましょう。

　  ス ク ー ル ガ ー ド ・ リ ー ダ ー を 派 遣
　学校防犯に関わる保護者や地域の皆さん・学校に対して、より良い防犯活
動を行うための指導・援助・評価を防犯の専門家の立場から行うスクールガー
ド・リーダーを昨年度から各小学校に派遣しています。
　スクールガード・リーダーは小学校1校あたり、1年に3回派遣され、防犯ボ
ランティア養成のためや、学校施設などの防犯上の課題解消についての指導・
助言、不審者対応避難訓練および学校安全に関わる校内研修の講師などにあ
たります。

　  防 犯 用 品 を 配 付
　子どもの登下校時の安全確保のため、保護者やボランティアの皆さんが通
学路を巡回する際に使用する防犯用品（パトロールキャップ、懐中電灯、たす
きなど）を各小・中学校に配付しましたのでご活用ください。

　  学 校 情 報 配 信 シ ス テ ム
　市では昨年4月から市内の公立小・中学校で「学校情報配信システム」を導入
しました。このシステムは学校ごとに、登録した保護者や関係者の携帯電話に
不審者などの情報をメールで配信するものです。
　各学校から登録手続きの文書が配布されています。登録が済んでいない人
は早めに手続きをお願いします。登録されたメールアドレスなどの個人情報は
委託業者により厳重に管理されていますので、ほかに漏れることはありません。
なお、メール受信時に発生する受信料は登録者に負担していただいています。
登録などに関するお問い合わせは各学校または教育指導課までお願いします。

　  合 言 葉 は「 い か の お す し 」
　子どもを誘拐や犯罪から守るためには、日ごろから子どもたち
自身が自分の身を守る対処法を身に付けておくことが大切です。
　その際、子どもを連れ去りの犯罪から守るための5つのポイン
トの頭文字を取った警視庁標語「いかのおすし」は有効です。ぜ
ひ、子どもたちに覚えさせ万が一に備えましょう。

防犯ブザーは定期的に点検を

事前に場所を確認しておきましょう

不審者情報などをメール送信

合い言葉は

不審者に出会ったら
いか…知らない人についていかない

　の…他人の車にのらない

　お…おおごえをだす

　す…すぐ逃げる

　し…何かあったらすぐしらせる※くわしくは教育指導課（☎20-1582）へ。

子どもたちの
安全確保のために
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予
防
接
種
は
、
ワ
ク
チ
ン
な
ど
を
接

種
し
て
免
疫
力
を
付
け
、
病
気
に
か

か
る
こ
と
を
予
防
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
接
種
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
よ
り
効
果

的
に
病
気
が
防
げ
る
よ
う
に
、
対
象
年

齢
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
計
画

的
に
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　

乳
幼
児
期
に
受
け
る
定
期
予
防
接
種

（
法
律
で
定
め
ら
れ
た
予
防
接
種
）の
案

内
は
、
生
後
1
〜
2
カ
月
の
間
に
郵
送

し
て
い
ま
す
。

�

生
後
3
カ
月
～
1
歳

■�

B
C
G

　

B
C
G
は
結
核
を
予
防
す
る
た
め
の

ワ
ク
チ
ン
で
す
。
対
象
年
齢
が
生
後
6

カ
月
ま
で
と
期
間
が
短
い
の
で
、
ま
ず

始
め
に
B
C
G
か
ら
受
け
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。
重
症
な
副
反
応
を
防
ぐ

た
め
に
は
、
生
後
3
カ
月
を
過
ぎ
て
か

ら
が
望
ま
し
い
で
す
。

次
の
接
種
…
27
日
以
上
空
け
る

■ 

三
種
混
合
1
期
初
回

　

三
種
混
合
は
百
日
せ
き
・
ジ
フ
テ
リ

ア
・
破
傷
風
を
予
防
す
る
た
め
の
ワ
ク

チ
ン
で
す
。
中
で
も
百
日
せ
き
は
、
乳

児
が
か
か
り
や
す
く
、
重
く
な
り
や
す

い
病
気
で
す
。
か
か
る
と
、
こ
の
予
防

接
種
は
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

1
期
は
初
回
3
回
と
追
加
1
回
に
分

け
て
行
わ
れ
、
初
回
3
回
は
3
〜
8
週

間
の
間
隔
で
接
種
し
ま
す
。

次
の
接
種
…
6
日
以
上
空
け
る

■ 

ポ
リ
オ︵
1
回
目
︶

　

次
は
ポ
リ
オ（
小
児
マ
ヒ
）の
予
防
接

種
で
す
。
2
回
接
種
を
受
け
る
の
で
、

1
回
目
を
こ
の
こ
ろ
受
け
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。
市
で
集
団
接
種
を
行
っ
て
い

ま
す
の
で
、
会
場
と
日
程
は
予
防
接
種

の
案
内
に
同
封
し
た
予
定
表
や「
わ
が

家
の
健
康
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
」「
広
報

な
り
た
」な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

 

次
の
接
種
…
27
日
以
上
空
け
る（
ポ

リ
オ
2
回
目
は
6
週
間
以
上
）

�

1
歳
～
2
歳

■ 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
1
期

　

平
成
18
年
度
か
ら
、
混
合
ワ
ク
チ
ン

を
1
期
と
2
期
で
2
回
接
種
す
る
方
法

に
な
り
ま
し
た
。

　

1
歳
を
過
ぎ
た
ら
早
め
に
受
け
て
く

だ
さ
い
。

次
の
接
種
…
27
日
以
上
空
け
る

■�

ポ
リ
オ︵
2
回
目
︶

　

1
回
目
と
の
間
隔
は
6
週
間
以
上
空

け
て
く
だ
さ
い
。

次
の
接
種
…
27
日
以
上
空
け
る

�

2
～
3
歳

■ 
三
種
混
合
1
期
追
加

　

初
回
3
回
目
終
了
後
6
カ
月
以
上
空

け
て（
標
準
は
1
年
か
ら
1
年
半
の
間

隔
で
）接
種
し
ま
す
。

次
の
接
種
…
6
日
以
上
空
け
る

�

5
～
6
歳︵
小
学
校
就
学
前
年
度
︶

■ 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
2
期

　

来
年
就
学
予
定
の
人（
平
成
13
年
4

月
2
日
〜
14
年
4
月
1
日
生
ま
れ
）が

対
象
で
す
。

次
の
接
種
…
27
日
以
上
空
け
る

�

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

　

現
在
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
定
期

予
防
接
種
は
お
勧
め
し
て
い
ま
せ
ん

（
重
症
な
副
反
応
を
起
こ
す
恐
れ
が
あ

る
た
め
）。
流
行
地
へ
渡
航
す
る
場
合

な
ど
、
感
染
す
る
恐
れ
が
高
く
、
本
人

ま
た
は
そ
の
保
護
者
が
希
望
す
る
場
合

の
み
接
種
し
て
い
ま
す
。
再
開
時
期
は

未
定
で
す
。
通
常
ど
お
り
接
種
を
行
う

よ
う
に
な
っ
た
と
き
は「
広
報
な
り
た
」

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

�

そ
の
ほ
か
の
注
意
事
項

 

子
ど
も
の
予
防
接
種
に
は
、
保
護
者

（
親
権
を
行
う
者
ま
た
は
後
見
人
）の

同
伴
が
必
要
で
す

体
調
を
整
え
て
受
け
ま
し
ょ
う

 

接
種
間
隔
対
象
年
齢
を
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
場
合
は
健
康
増
進
課
へ
相
談

し
て
く
だ
さ
い

予防接種名 対象年齢 望ましい年齢（時期）

BCG 生後〜6カ月未満 生後3カ月〜6カ月未満

三種混合1期初回
生後3カ月〜7歳6カ月未満

生後3カ月〜1歳未満

三種混合1期追加 初回3回目後1年〜1年半

ポリオ 生後3カ月〜7歳6カ月未満 生後3カ月〜1歳6カ月未満

麻しん風しん1期 1歳〜2歳未満 1歳〜2歳未満

麻しん風しん2期 小学校就学前年度 小学校就学前年度

予防接種の間隔
　生ワクチンを接種した後は、次の予防接種

までに27日以上、不活性ワクチン・トキソイ

ドを接種した後は、6日以上空ける必要があり

ます。

生ワクチン＝ BCG、ポリオ、麻しん、風しん

など

不活性ワクチン＝ 百日せき、日本脳炎など

トキソイド＝ジフテリア、破傷風など

接種対象年齢と望ましい年齢（平成19年4月1日現在）

※
く
わ
し
く
は
健
康
増
進
課︵
☎

27
︲
1
1
1
1
︶へ
。

年
齢
別
・

接
種
ポ
イ
ン
ト
の
ま
と
め

乳幼児期の
予防接種

広報なりた2007.4.15 10



投
票
で
き
る
人

　

投
票
で
き
る
の
は
、
日
本
国
民
で
、

次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
人
で
す
。

昭
和
62
年
4
月
23
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人

転
出
し
た
人
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
）

成
年
被
後
見
人
な
ど
、
欠
格
事
項
に

該
当
し
な
い
人

投
票
日
に
用
事
の
あ
る
人
は�

期
日
前
投
票
を

●
投
票
期
間
＝
4
月
16
日（
月
）〜
21
日

（
土
）ま
で
の
毎
日

●
投
票
時
間
＝
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

8
時

●
投
票
で
き
る
人
＝
投
票
日
当
日
に
、

仕
事
や
買
い
物
、
旅
行
、
冠
婚
葬

祭
な
ど
の
予
定
が
あ
り
、
投
票
所

に
行
け
な
い
人

●
期
日
前
投
票
所

　

市
役
所
4
階
期
日
前
投
票
所

　

下
総
支
所
1
階
期
日
前
投
票
所

　

大
栄
支
所
1
階
期
日
前
投
票
所

病
院
な
ど
に
入
院
中
の
人
は�

不
在
者
投
票
を

　

指
定
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

院（
入
所
）中
の
人
は
、
指
定
施
設
内

で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
市
外
に
滞
在
中
の
人
は
、
滞

平
成
19
年
1
月
14
日
ま
で
に
、
成
田

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人（
転
入
の
場
合
は
、
同
日
ま

で
に
転
入
の
届
け
出
が
済
ん
で
い
る

人
）で
、
引
き
続
き
投
票
日
当
日
ま

で
市
内
に
住
ん
で
い
る
人（
市
外
に

在
先
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投

票
が
で
き
ま
す
。

入
場
整
理
券
は�

封
筒
で
有
権
者
に

　

投
票
所
入
場
整
理
券
は
、
選
挙
の
日

時
と
投
票
場
所
の
周
知
お
よ
び
選
挙
人

で
あ
る
こ
と
の
確
認
の
た
め
の
手
段
と

し
て
、
事
前
に
封
筒
で
届
け
て
い
る
も

の
で
す
。
こ
の
封
筒
に
は
6
人
ま
で
の

有
権
者
氏
名
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

投
票
日
に
は
、
こ
の
入
場
整
理
券
を
各

自
切
り
離
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

万
一
、
入
場
整
理
券
が
届
か
な
か
っ

た
り
、
紛
失
し
た
り
し
た
場
合
で
も
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投

票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
入
場
整
理
券
は
、
4
月
16
日

（
月
）に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

市
内
で
転
居
し
た
人
は�

投
票
所
に
ご
注
意
を

　

市
内
で
転
居
し
た
人
は
、
投
票
所
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

3
月
31
日
以
降
に
転
居
届
を
出
し
た

人
は
、
転
居
前
の
投
票
所
で
の
投
票
と

な
り
ま
す
。

選
挙
公
報
は�

新
聞
折
り
込
み
で

　

成
田
市
議
会
議
員
選
挙
の
立
候
補
者

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の「
選
挙
公

報
」は
、
次
の
7
紙
の
朝
刊
に
折
り
込

み
ま
す
。
折
込
日
は
、
4
月
18
日（
水
）

の
予
定
で
す
。

●
選
挙
公
報
を
折
り
込
む
新
聞
＝
朝
日

新
聞
、
産
経
新
聞
、
千
葉
日
報
、
東

京
新
聞
、
日
本
経
済
新
聞
、
毎
日
新

聞
、
読
売
新
聞

　

こ
れ
ら
の
新
聞
を
購
読
し
て
い
な
い

人
や
届
か
な
か
っ
た
場
合
は
、
次
の
施

設
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を

利
用
す
る
か
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。　

●
公
報
を
置
い
て
あ
る
施
設
＝
市
役
所

1
階
行
政
資
料
室
、
下
総
・
大
栄
支

所
、
各
公
民
館
、
市
立
図
書
館
、
美

郷
台
地
区
会
館
、成
田
赤
十
字
病
院
、

三
里
塚
御
料
郵
便
局
、遠
山
郵
便
局
、

三
里
塚
郵
便
局
、
J
A
成
田
市
遠

山
支
所
、
三
里
塚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、
保
健
福
祉
館

即
日
開
票
さ
れ
ま
す

　

開
票
は
、
投
票
日
当
日
の
午
後
9
時

15
分
か
ら
市
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
投
票
日
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.city.narita.chiba.

jp

）で
も
、
投
票
・
開
票
の
速
報
を
掲

示
し
て
い
ま
す
。

つ
く
ろ
う
よ  

み
ん
な
の
く
ら
し
を  

選
挙
か
ら

4
月
22
日︵
日
︶は
成
田
市
議
会
議
員
選
挙

※�

く
わ
し
く
は
市
選
挙
管
理
委

員
会︵
☎
22
︲
1
1
1
1
内
線

3
1
5
2
︶へ
。

投
票
時
間
は
午
前
7
時
か
ら
午
後
8
時
ま
で
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◆
部
長
級
異
動　

5
人

企
画
政
策
部
長
・
小
泉
孝（
総
務
部
長
）／
総
務
部

長
・
浅
野
學（
経
済
部
長
）／
市
民
部
長
・
吉
田
敏

夫（
保
健
福
祉
部
長
）／
保
健
福
祉
部
長
・
佐
藤
玉

江（
市
民
部
長
）／
経
済
部
長
・
小
川
喜
章（
企
画

政
策
部
参
事
）

◆
部
長
級
昇
格　

9
人

教
育
総
務
部
長
・
関
根
賢
次（
市
民
部
副
参
事
兼

保
険
年
金
課
長
）／
企
画
政
策
部
参
事
・
宮
野
精

一（
企
画
政
策
部
副
参
事
兼
企
画
課
長
）／
企
画
政

策
部
下
総
支
所
長
・
吉
田
満
廣（
保
健
福
祉
部
副

参
事
兼
社
会
福
祉
課
長
）／
保
健
福
祉
部
参
事
・

社
会
福
祉
協
議
会
へ
派
遣
・
藤
﨑
芳
郎（
企
画
政

策
部
下
総
支
所
次
長
）／
土
木
部
技
監
兼
土
木
課

長
・
加
藤
文
彦（
土
木
部
副
技
監
兼
土
木
課
長
）／

土
木
部
技
監
兼
道
路
維
持
課
長
・
石
川
憲（
土
木

部
副
技
監
兼
道
路
維
持
課
長
）／
都
市
部
参
事
・

荘
司
英
一（
都
市
部
副
参
事
）／
会
計
管
理
者
兼
会

計
室
参
事
・
圓
城
寺
英
夫（
総
務
部
副
参
事
兼
財

政
課
長
）／
教
育
総
務
部
参
事
兼
学
務
課
長
・
関

川
義
雄（
教
育
総
務
部
副
参
事
兼
学
務
課
長
）

◆
課
長
級
異
動　

44
人

企
画
政
策
部
副
参
事
兼
秘
書
課
長
・
深
山
敏
行

（
企
画
政
策
部
副
参
事
兼
人
事
課
長
）／
企
画
政
策

部
下
総
支
所
次
長
兼
生
活
環
境
課
長
・
居
初
進

（
保
健
福
祉
部
副
参
事
兼
障
が
い
者
福
祉
課
長
）／

企
画
政
策
部
大
栄
支
所
次
長
兼
税
務
課
長
・
香
取

克
男（
企
画
政
策
部
大
栄
支
所
次
長
）／
総
務
部
副

参
事
兼
管
財
課
長
・
山
口
貫
司（
教
育
総
務
部
副

参
事
兼
教
育
総
務
課
長
）／
総
務
部
副
技
監
兼
工

事
検
査
課
長
・
長
谷
川
潔（
工
事
検
査
課
長
）／

空
港
対
策
部
副
参
事
兼
地
域
振
興
課
長
・
内
田
秀

喜（
児
童
家
庭
課
長
）／
環
境
部
副
参
事
兼
環
境

対
策
課
長
・
黒
田
重
行（
土
木
部
副
参
事
兼
下
水

道
課
長
）／
保
健
福
祉
部
副
参
事
兼
高
齢
者
福
祉

課
長
・
萩
原
信
夫（
高
齢
者
福
祉
課
長
）／
保
健

福
祉
部
副
参
事
兼
障
が
い
者
福
祉
課
長
・
鈴
木
富

雄（
総
務
部
副
参
事
兼
管
財
課
長
）／
経
済
部
副
参

事
・
山
﨑
眞
一（
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）／
土
木

部
副
参
事
兼
用
地
課
長
・
丸
進
司（
用
地
課
長
）／

土
木
部
副
技
監
兼
営
繕
課
長
・
中
村
壽
孝（
営
繕

課
長
）／
都
市
部
副
参
事
兼
都
市
計
画
課
長
・
加

藤
享（
都
市
計
画
課
長
）／
都
市
部
副
技
監
兼
街
路

課
長
・
後
藤
勇（
街
路
課
長
）／
監
査
委
員
事
務
局

副
参
事
兼
事
務
局
長
・
岡
田
幸
雄（
卸
売
市
場
長
）

／
教
育
総
務
部
副
参
事
兼
教
育
総
務
課
長
・
石
井

文
郎（
学
校
施
設
課
長
）／
生
涯
学
習
部
副
参
事
兼

生
涯
学
習
課
長
・
檜
垣
博（
地
域
振
興
課
長
）／
企

画
課
長
・
佐
久
間
昇（
生
涯
学
習
課
長
）／
広
報
課

長
・
五
十
嵐
民
男（
秘
書
課
長
）／
人
事
課
長
・
神

崎
佳
雄（
業
務
課
長
）／
大
栄
支
所
総
務
課
長
・
田

代
行
雄（
大
栄
支
所
税
務
課
長
）／
財
政
課
長
・
堀

井
良
一（
広
報
課
長
）／
防
災
対
策
課
長
・
平
山
正

博（
成
田
消
防
署
主
幹
兼
副
署
長
）／
交
通
防
犯
課

主
幹
・
山
田
高
広（
保
険
年
金
課
主
幹
）／
市
民
課

主
幹
・
市
原
善
衛（
図
書
館
主
幹
）／
保
険
年
金
課

長
・
相
川
一
弥（
会
計
課
長
）／
ク
リ
ー
ン
推
進
課

長
・
菅
澤
徹
雄（
健
康
増
進
課
主
幹
）／
社
会
福
祉

課
長
・
大
野
金
夫（
下
総
支
所
生
活
環
境
課
長
）／

児
童
家
庭
課
長
・
山
本
康
秀（
市
民
課
主
幹
）／
健

康
増
進
課
主
幹
・
檜
垣
好
克（
都
市
計
画
課
主
幹
）

／
商
工
観
光
課
主
幹
・
藤
崎
潔（
企
画
課
主
幹
・

成
田
高
速
鉄
道
ア
ク
セ
ス
㈱
へ
の
派
遣
を
解
く
）

／
卸
売
市
場
長
・
柿
沼
廣（
市
民
支
援
課
主
幹
）／

土
木
課
主
幹
・
今
泉
彰
夫（
公
園
緑
地
課
主
幹
）／

用
地
課
主
幹
・
櫻
井
孝
夫（
ク
リ
ー
ン
推
進
課
主

幹
）／
下
水
道
課
長
・
今
野
安
博（
土
木
課
主
幹
）

／
再
開
発
課
主
幹
・
大
河
義
治（
区
画
整
理
課
主

幹
）／
公
園
緑
地
課
主
幹
・
青
木
孝
治（
下
水
道
課

主
幹
）／
業
務
課
長
・
成
毛
雅（
ク
リ
ー
ン
推
進
課

長
）／
業
務
課
主
幹
・
川
嶋
邦
男（
用
地
課
主
幹
）

／
農
業
委
員
会
事
務
局
長
・
小
鷹
永
規（
環
境
対

策
課
長
）／
学
校
施
設
課
長
・
堀
越
慎
一（
大
栄

支
所
総
務
課
長
）／
生
涯
学
習
課
主
幹
・
遠
藤
英

男（
人
事
課
主
幹
）／
生
涯
学
習
課
主
幹
兼
文
化
振

興
室
長
・
大
木
英
行（
生
涯
学
習
課
主
幹
）／
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
課
主
幹
兼
国
体
推
進
室
長
・
北
島
勝
男

（
農
政
課
主
幹
・
農
業
セ
ン
タ
ー
へ
の
派
遣
を
解

く
）　

◆
課
長
級
昇
格　

18
人

企
画
課
主
幹
・
成
田
高
速
鉄
道
ア
ク
セ
ス
㈱
へ
派

遣
・
貝
原
塚
修（
市
民
課
副
主
幹
）／
秘
書
課
主

幹
・
青
柳
一（
秘
書
課
副
主
幹
）／
税
務
課
主
幹
兼

収
税
推
進
室
長
・
金
坂
昭
夫（
税
務
課
副
主
幹
兼

収
税
推
進
室
長
）／
管
財
課
主
幹
・
澁
谷
弘
之（
管

財
課
副
主
幹
）／
工
事
検
査
課
主
幹
・
椿
辰
夫（
工

事
検
査
課
副
主
幹
）／
市
民
支
援
課
主
幹
・
成
毛

勲（
市
民
支
援
課
副
主
幹
）／
ク
リ
ー
ン
推
進
課
主

幹
・
多
田
利
美（
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課
副
主
幹
）／
環

境
衛
生
課
主
幹
・
飯
田
照
壽（
環
境
衛
生
課
副
主

幹
）／
障
が
い
者
福
祉
課
主
幹
・
小
川
昌
美（
障
が

い
者
福
祉
課
副
主
幹
）／
児
童
家
庭
課
主
幹
・
佐

瀬
通
夫（
児
童
家
庭
課
副
主
幹
）／
児
童
家
庭
課
主

幹
兼
玉
造
保
育
園
長
・
藤
崎
和
子（
児
童
家
庭
課

玉
造
保
育
園
長
）／
児
童
家
庭
課
主
幹
兼
大
栄
保

育
園
長
・
早
坂
恵
子（
児
童
家
庭
課
大
栄
保
育
園

長
）／
農
政
課
主
幹
・
農
業
セ
ン
タ
ー
へ
派
遣
・

清
宮
幸
治（
社
会
福
祉
課
副
主
幹
）／
道
路
維
持
課

主
幹
・
石
井
孝
雄（
道
路
維
持
課
副
主
幹
）／
都
市

計
画
課
主
幹
・
設
樂
良
夫（
下
水
道
課
副
主
幹
）／

街
路
課
主
幹
・
稲
阪
明
男（
街
路
課
副
主
幹
）／
会

計
室
主
幹
・
飯
田
美
則（
会
計
課
副
主
幹
）／
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
主
幹
・
藤
﨑
吉
宣（
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
副
主
幹
）

◆
新
規
採
用　

17
人

税
務
課
・
篠
原
敦
／
資
産
税
課
・
押
尾
貴
之
／
市

民
課
・
袖
山
寿
一
／
保
険
年
金
課
・
吉
岡
秀
和
／

市
民
支
援
課
・
堀
井
洋
平
／
環
境
対
策
課
・
増
田

広
明
／
障
が
い
者
福
祉
課
・
鎌
田
貞
一
郎
／
児
童

家
庭
課
・
竹
本
大
樹
／
介
護
保
険
課
・
中
林
睦
／

都
市
部
長
・
小
関
敏
裕（
千
葉
県
よ
り
転
入
）／
簡

易
水
道
課
主
幹
・
伊
藤
博（
千
葉
県
よ
り
転
入
）／

教
育
総
務
部
副
参
事
兼
教
育
指
導
課
長
・
小
舘
修

（
吾
妻
中
学
校
よ
り
転
入
）／
学
務
課
主
幹
・
柳
鶴

暁（
成
田
中
学
校
よ
り
転
入
）／
教
育
指
導
課
指
導

主
事
・
佐
藤
広
幸（
朝
陽
小
学
校
よ
り
転
入
）／
教

育
指
導
課
指
導
主
事
・
村
田
正
志（
千
葉
県
よ
り

転
入
）／
教
育
指
導
課
・
佐
藤
康
幸
／
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
主
事
・
後
藤
譲（
富
里
小
学
校
よ
り

転
入
）

市
職
員
の
人
事
異
動

4
月
1
日
付
け
で
市
職
員
の
人
事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

主
幹
以
上
の
異
動
者
と
昇
格
者
、な
ら
び
に
新
規
採
用
者
と
退
職
者
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。︵　

︶内
は
旧
所
属
で
す
。

4
月
1
日
付
け
で
4
4
7
人
が
異
動

広報なりた2007.4.15 1�



◆
退
職
者　

34
人

戸
村
和
雄（
企
画
政
策
部
）／
小
倉
宇（
企
画
政
策

部
下
総
支
所
）／
吉
田
則
子（
財
政
課
）／
山
﨑
正

顕（
管
財
課
）／
越
川
文
子（
市
民
課
）／
成
毛
博

子（
保
険
年
金
課
）／
成
田
一
夫（
環
境
部
）／
目
等

健
司（
環
境
対
策
課
）／
土
井
啓
一（
ク
リ
ー
ン
推

進
課
）／
沢
田
敬
一（
保
健
福
祉
部
）／
小
野
愛（
児

童
家
庭
課
）／
榊
原
久
美
子（
児
童
家
庭
課
）／
石

井
み
づ
え（
商
工
観
光
課
）／
木
内
享
一（
道
路
維

持
課
）／
圓
城
寺
恵
子（
営
繕
課
）／
早
川
徹（
都

市
部
・
千
葉
県
へ
転
出
）／
藤
田
幸
男（
都
市
部
）

／
鈴
木
貞
子（
再
開
発
課
）／
木
内
厚（
公
園
緑
地

課
）／
宮
原
晃（
業
務
課
）／
渡
辺
昌
志（
簡
易
水

道
課
・
千
葉
県
へ
転
出
）／
林
朝
見（
議
会
事
務

局
）／
石
原
敬
治（
監
査
委
員
事
務
局
）／
河
野
成

一（
教
育
総
務
部
）／
打
矢
シ
ズ
子（
教
育
総
務
課
）

／
瓜
生
み
ね（
教
育
総
務
課
）／
川
嶋
竹
子（
教
育

総
務
課
）／
須
賀
澤
と
め（
教
育
総
務
課
）／
高
山

勇（
学
務
課
・
大
栄
中
学
校
へ
転
出
）／
藤
井
大
介

（
学
務
課
・
富
里
中
学
校
へ
転
出
）／
五
十
嵐
和
男

（
教
育
指
導
課
・
中
台
中
学
校
へ
転
出
）／
静
間
慎

一（
教
育
指
導
課
・
平
成
小
学
校
へ
転
出
）／
北
﨑

守
男（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）／
小
泉
三
智
雄（
生

涯
学
習
課
・
南
山
小
学
校
へ
転
出
）

消　

防

◆
部
長
級
昇
格　

1
人

消
防
本
部
次
長
・
山
田
行
雄（
生
活
安
全
部
副
参

事
兼
防
災
対
策
課
長
）

◆
課
長
級
異
動　

9
人

消
防
本
部
副
参
事
兼
成
田
消
防
署
長
・
鈴
木
浩
一

郎（
消
防
本
部
副
参
事
兼
通
信
指
令
課
長
）／
消
防

本
部
副
参
事
・
小
倉
松
夫（
警
防
課
長
）／
警
防
課

長
・
小
堀
明（
消
防
本
部
総
務
課
主
幹
）／
通
信
指

令
課
長
・
桐
谷
和
秀（
三
里
塚
消
防
署
長
）／
赤
坂

消
防
署
長
・
小
倉
三
男（
成
田
消
防
署
主
幹
兼
副

署
長
）／
三
里
塚
消
防
署
長
・
栁
町
正
雄（
予
防
課

主
幹
）／
成
田
消
防
署
主
幹
兼
副
署
長
・
大
竹
一

夫（
赤
坂
消
防
署
主
幹
兼
副
署
長
）／
三
里
塚
消
防

署
主
幹
兼
副
署
長
・
廣
部
敬（
通
信
指
令
課
主
幹
）

／
大
栄
消
防
署
主
幹
兼
副
署
長
・
丸
通
明（
三
里

塚
消
防
署
主
幹
兼
副
署
長
）

◆
課
長
級
昇
格　

6
人

消
防
本
部
総
務
課
主
幹
・
多
田
正
實（
赤
坂
消
防

署
副
主
幹
）／
予
防
課
主
幹
・
岡
野
信
一（
予
防
課

副
主
幹
）／
通
信
指
令
課
主
幹
・
橋
本
善
和（
成
田

消
防
署
副
主
幹
兼
飯
岡
分
署
副
分
署
長
）／
成
田

消
防
署
主
幹
兼
副
署
長
・
山
田
民
雄（
大
栄
消
防

署
副
主
幹
）／
赤
坂
消
防
署
主
幹
兼
副
署
長
・
本

橋
伸（
大
栄
消
防
署
下
総
分
署
長
）／
三
里
塚
消
防

署
主
幹
兼
副
署
長
・
土
屋
繁
昭（
成
田
消
防
署
副

主
幹
）

◆
新
規
採
用　

15
人

警
防
課
・
多
田
紀
子
／
成
田
消
防
署
・
神
山
響
士

／
成
田
消
防
署
・
林
健
吾
／
成
田
消
防
署
・
山
倉

雄
太
／
赤
坂
消
防
署
・
伊
藤
信
行
／
赤
坂
消
防

署
・
早
川
鎌
市
／
赤
坂
消
防
署
・
真
杉
庸
平
／
三

里
塚
消
防
署
・
村
松
博
文
／
三
里
塚
消
防
署
・
森

幸
介
／
大
栄
消
防
署
・
伊
藤
博
／
大
栄
消
防
署
・

久
保
木
章
智
／
大
栄
消
防
署
・
鈴
木
将
太
／
大
栄

消
防
署
・
津
金
孝
行
／
大
栄
消
防
署
・
長
谷
川
智

史
／
大
栄
消
防
署
・
吉
田
勝

◆
退
職
者　

8
人

山
田
博
之（
消
防
本
部
）／
栗
山
英
雄（
消
防
本
部
）

／
石
井
利
夫（
消
防
本
部
）／
戸
村
聡（
成
田
消
防

署
）／
久
津
治
雄（
成
田
消
防
署
）／
内
藤
正（
三
里

塚
消
防
署
）／
石
原
健
志（
三
里
塚
消
防
署
）／　

小
倉
誠
一（
大
栄
消
防
署
）

　平成19年度の印旛郡市職員採用共同試験が次の日程で
行われます。成田市では、一般行政職職員などを次の要
領で募集します。
◆採用予定人員
一般行政職上級 ･･･20人程度 技術職土木上級 ･ ･ ･ 5人程度
技術職建築上級 ･･･ 若干名 言語聴覚士 ････ 若干名
歯科衛生士 ･･････ 若干名 消防職 ････････10人程度
消防職（救急救命士の資格を有する人） ･･････ 若干名

◆受験資格
一般行政職上級、技術職土木上級、技術職建築上級

　昭和52年4月2日〜昭和61年4月1日生まれの人および
昭和61年4月2日以降に生まれた人で学校教育法に基づ
く大学（短期大学を除く）を卒業した人（平成20年3月末
日までに卒業見込みの人を含む）
言語聴覚士

　昭和52年4月2日〜昭和62年4月1日生まれの人で、言
語聴覚士の免許を有する人（平成20年3月末日までに免
許取得見込みの人を含む）
歯科衛生士

　昭和54年4月2日〜昭和63年4月1日生まれの人で、歯
科衛生士の免許を有する人（平成20年3月末日までに免
許取得見込みの人を含む）
消防職

　昭和54年4月2日〜平成2年4月1日生まれの人
消防職（救急救命士の資格を有する人）

　昭和54年4月2日〜昭和63年4月1日生まれの人で、救
急救命士の資格を有する人（平成20年4月末日までに資
格取得見込みの人を含む）

◆募集要項の配布
　それぞれ次の日から市役所3階の人事課で配布します。
一般行政職上級、技術職土木上級、技術職建築上級、
言語聴覚士

　5月7日（月）から
歯科衛生士、消防職

　7月9日（月）から
※郵送を希望する場合は、封筒の表に「採用試験申込書請

求」と朱書し、120円切手を貼ったA4サイズの返信用
封筒を同封して請求してください。

◆申し込み方法
　申込書と受験票を直接または郵送で人事課（市役所3階・
〒286-8585 花崎町760）へ
◆受付期間
一般行政職上級、技術職土木上級、技術職建築上級、
言語聴覚士

　5月28日（月）〜6月8日（金）
歯科衛生士、消防職

　7月30日（月）〜8月10日（金）
　それぞれ月〜金曜日の午前8時30分〜午後5時30分。郵
送の場合は受付最終日の消印のあるものまで有効。
◆試験日および会場
一般行政職上級、技術職土木上級、技術職建築上級、
言語聴覚士

　7月1日（日） 東京学館高等学校（酒々井町）
歯科衛生士、消防職

　9月16日（日） 佐倉市立佐倉中学校

来年4月1日に採用の市職員を募集

※他市町村を希望する人は、直接希望市町村にお問い
合わせください。くわしくは人事課（☎20-1505）へ。

1� 広報なりた2007.4.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



　

豊
住
・
し
も
ふ
さ
・
津
富
浦
の
各
ル
ー
ト
を
走
行

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
新
し
い
車
両
が
導
入
さ
れ
、

そ
の
運
行
に
先
立
つ
3
月
28
日
、
市
役
所
前
で
出
発
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
バ
ス
の
車
体
に
は
、
豊
住
ル
ー
ト

は
梅
、
し
も
ふ
さ
循
環
ル
ー
ト
は
コ
ス
モ
ス
、
津
富
浦

ル
ー
ト
は
サ
ザ
ン
カ
の
マ
ー
ク
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
し
ら
わ

れ
、
市
民
の
足
と
し
て
市
内
各
ル
ー
ト
を
走
り
ま
す
。

春の息吹を感じながら
ニュータウン5地区ふれ愛お花見会

　吾妻、加良部、橋賀台、玉造、中台のニュータウン5地
区の親睦を深め合う第16回ふれ愛お花見会（共催：各地区
社会福祉協議会）が3月24日、保健福祉館で行われました。
約180人が集まった会場は、琴の演奏や参加者自身も踊り
の輪に加わった阿波踊りなどを通して次第に和やかな雰囲
気に。桜の花がほころび始めた季節、思い思いの会話に花
が咲いていました。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

3
ル
ー
ト
の
運
行
に

新
車
両
を
導
入

終始にぎわいが絶えない会場

花のマークが行き先の目印に

コスモスはしもふさ循環ルートサザンカは津富浦ルート

犬とふれあいながら
命の大切さを学ぶ

動物愛護教室

　小雨のぱらついた3月17日、吾妻小学校体育館で子ど
もセンター主催の動物愛護教室が開催されました。これ
は子どもたちに命の大切さを学んでもらおうと、県動物
愛護センターの協力により行われたもので、当日は小学
生の親子など33人が参加。可愛い犬たちと楽しくふれあ
いながら正しい接し方やしつけなどを学ぶ一方、捨てら
れた動物たちがたくさん処分されているという悲しい現
実に参加者は真剣に耳を傾けていました。

梅は豊住ルート

人間と犬の心音は
違うかな？

実際に犬と散歩
する練習も

広報なりた2007.4.15 1�



　

南
羽
鳥
地
区
の
区
民
会
館
建
設
に
伴
い

発
掘
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
た
南
羽
鳥
花

輪
内
遺
跡
の
現
地
説
明
会
が
3
月
17
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
遺
跡
か
ら
は
、
縄

文
時
代
中
期
か
ら
後
期（
約
4
0
0
0
〜

3
0
0
0
年
前
）の
住
居
跡
、「
地
下
式
坑
」

と
呼
ば
れ
る
中
世
の
貯
蔵
庫
や
火
葬
施
設

な
ど
が
確
認
さ
れ
、
訪
れ
た
約
2
0
0
人

は
形
や
深
さ
が
異
な
る
大
小
の
穴
の
使
用

目
的
な
ど
に
つ
い
て
盛
ん
に
質
問
し
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
出
土
し
た
土
器
や
石
器

な
ど
も
展
示
さ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
こ
れ

ら
を
手
に
取
り
な
が
ら
当
時
の
暮
ら
し
に

思
い
を
巡
ら
せ
て
い
ま
し
た
。

南
羽
鳥
花
輪
内
遺
跡
現
地
説
明
会

縄
文
時
代
の
む
ら
の

様
子
が
明
ら
か
に

熱心に話を聞く参加者

　老人福祉センターを拠点に活動しているサークルが一堂に
会して、日ごろの成果を発表する「シルバーいきいきフェスティ
バル」が3月10日、保健福祉館で行われました。多目的ホール
で行われた発表の部では、色鮮やかな衣装を身にまとった出
演者が生き生きとしたダンスや楽器の演奏を披露。ホール内
を埋めた観客から大きな拍手が送られていました。また、サー
クルの皆さんが作成した絵や書道などの展示、茶道の実演な
どもあり、会場内は1日中、にぎわいを見せていました。

明るく元気に生き生きと
シルバーいきいきフェスティバル

　市内では数少ない小学生のバレーボールクラブ・下総
ドルフィンズと下総中学校女子バレー部との交流会が3
月31日、下総中体育館で行われました。この交流会は
旧下総町のバレーボール連盟がさまざまな世代間の交流
を図ろうと約10年前から始めたもの。中学生と小学生
が組みになって、時折「こんな風に」と身振りを交えなが
ら基礎練習を行いました。最後に試合が行われ、小学生
たちがお姉さんたちの強烈なサーブやスパイクを懸命に
拾い上げる姿に、応援の親たちから「頑張れ！」と大きな
声が飛んでいました。

小学生と中学生が
バレーボールで交流

下総地区青少年健全育成協議会事業

素早くボールの下に回りこんでトス

この土器は何に使われたのかな？

元気にダンスを踊る出演者の皆さん

ナイスレシーブ

1� 広報なりた2007.4.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です



成
田
市
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
制
度

　

全
国
的
に
消
防
団
員
不
足
が
問
題
と

な
っ
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
団
員

の
確
保
が
年
々
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
消
防
団
員
の
確
保
に
つ
い

て
、
各
事
業
所
に
も
ご
協
力
を
い
た
だ

く「
成
田
市
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示

制
度
」を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
協
力

事
業
所
に
は
、
消
防
団
協
力
事
業
所
表

示
証
を
交
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
表
示
マ
ー
ク
は
、
事
業
所
の

社
屋
な
ど
へ
の
掲
示
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
従
業
員
の
名
刺
な
ど
に
も
掲

載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
広
く
一
般

に「
消
防
団
協
力
事
業
所
」と
し
て
広
報

す
る
こ
と
が
で
き
、
事
業
所
の
社
会
貢

献
度
や
イ
メ
ー
ジ
の
ア
ッ
プ
を
図
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
19
年
4
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ

た
離
婚
時
の
年
金
分
割
制
度（
合
意
分

割
）で
は
、
分
割
の
割
合
は
原
則
と
し
て

当
事
者
の
協
議
に
基
づ
く
合
意
に
よ
り

定
め
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
合
意
が
で
き

な
い
と
き
に
は
、
当
事
者
か
ら
の
申
立

て
に
よ
り
、
家
庭
裁
判
所
に
お
け
る
審

判
手
続
や
調
停
手
続
な
ど
を
利
用
し
て

分
割
割
合
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

審
判
手
続
で
は
、
家
事
裁
判
官
が
申

立
て
の
際
に
提
出
さ
れ
た
書
類
な

ど
に
基
づ
い
て
、
年
金
分
割
の
割

合
に
つ
い
て
判
断
し
ま
す

 
調
停
手
続
で
は
、
当
事
者
間
で
争
い

の
あ
る
年
金
分
割
の
割
合
に
つ
い

て
、
話
し
合
い
に
よ
る
解
決
を
目

指
し
ま
す

　
な
お
、
離
婚
時
の
年
金
分
割
制
度
は
、

平
成
19
年
4
月
1
日
よ
り
前
に
離
婚
し

た
人
は
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

消
防
団
員
に
な
り
ま
せ
ん
か

　

市
消
防
団
で
は
、
消
防
団
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
。大
地
震
な
ど
の
災
害
時
、

地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
の
が
消

防
団
で
す
。
若
い
あ
な
た
の
力
を
消
防

団
員
と
し
て
発
揮
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
対
象
＝
市
内
に
住
ん
で
い
る
18
歳
以

上
の
人

●
入
団
後
の
待
遇

年
間
一
定
の
金
額
を
報
酬
と
し
て

支
給
し
ま
す（
災
害
や
訓
練
な
ど
に

出
場
し
た
と
き
は
別
に
手
当
を
支

給
、
5
年
以
上
勤
務
し
て
退
団
し
た

場
合
は
退
職
報
償
金
を
支
給
）

消
防
団
活
動
中
に
負
傷
し
た
と
き

は
、
公
務
災
害
と
し
て
補
償
し
ま
す

消
防
活
動
に
必
要
な
被
服
を
支
給

し
ま
す

職
務
に
お
い
て
功
労
・
功
績
が
あ
っ

た
と
き
は
表
彰
し
ま
す

成
田
市
消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

　

市
で
は「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」の
融
資

を
受
け
て
、
高
校
・
大
学
な
ど
に
入
学

す
る
人
ま
た
は
在
学
し
て
い
る
人
や
、

そ
の
親
族
を
対
象
に
在
学
期
間
中（
最

長
7
年
間
）の
利
子
の
半
額
を
補
給
し

ま
す
。

●�
利
子
補
給
条
件
＝
金
融
機
関
か
ら　

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」の
融
資
を
受
け
、

次
の
2
つ
の
条
件
に
該
当
す
る
人

事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

離
婚
時
の
年
金
分
割
制
度

合
意
で
き
な
い
と
き
は

家
裁
で
の
手
続
き
を

①
市
内
に
1
年
以
上
住
ん
で
い
る
人

②
市
税
を
完
納
し
て
い
る
人

●�

利
子
補
給
の
期
間
＝
交
付
決
定
さ
れ

た
月
か
ら
在
学
期
間（
留
年
し
た
年

数
は
除
く
）

●�

申
請
に
必
要
な
も
の
＝
返
済
予
定

表
、
住
民
票（
世
帯
全
員
が
記
入
さ

れ
た
も
の
）、
市
税
納
税
証
明
書
、

印
鑑
、
在
学
ま
た
は
入
学
を
証
明
で

き
る
も
の

　本年度の固定資産税・都市計画税の納期は
次のとおりです。

　固定資産税は、毎年1月1日現在における土
地・家屋・償却資産の所有者に、都市計画税
は、市街化区域内の土地・家屋の所有者に課
税されます。なお、家屋の新増築・建て替え・
取り壊し、名義の変更などがあった場合は、
資産税課へご連絡ください。
※くわしくは同課（☎20-1514）へ。
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固定資産税・都市計画税
納税はお早めに

第1期＝ 4月16日（月）～ 5月 1日（火）

第2期＝ 7月16日（月）～ 7月31日（火）

第3期＝12月16日（日）～12月28日（金）

第4期＝ 2月16日（土）～ 2月29日（金）

※�
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し
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本
部
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課

︵
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　毎日の生活の中で、疑問に思っていること、だれか
に相談したいと思っていることはありませんか。市な
どでは、そんなあなたの要望に応え、各種相談を行い
ます。相談は無料で秘密は厳守されます。この機会に
日ごろ感じている疑問や悩みを解消してみてはいかが
ですか。

困りごと・悩みごと相談室
心の健康、応援します

一人で悩んでいないで相談してみませんか？

相　談　名 期　日 時　間 場　所 問い合わせ先

市民生活相談（家事･民事） 月･金曜日  9：00〜16：00 市役所2階市民相談室

市民支援課市民相談室
☎20-1507
※ 裁判所で係争中の事

件は除きます。法律相
談5月分の予約は4月
25日（水）から受け付
けます。

法律相談
（予約制・市内在住の人）

水曜日 13：00〜16：00 〃

もめごと・なやみごと・
苦情相談（人権･行政相談）

4月24日（火） 10：00〜15：00 市役所2階201会議室

不動産相談 4月17日（火） 10：00〜12：00 〃

税務相談 4月17日（火） 10：00〜15：00 市役所2階市民相談室

外国人相談（英語･中国語・
スペイン語･ポルトガル語）

4月27日（金） 13：00〜16：00 市役所2階201会議室

市民よろず相談 4月21日（土） 13：00〜16：00 中央公民館
県行政書士会印旛支部
作田義美さん ☎23-3286

税務支援センター（予約制） 4月25日（水） 10：00〜15：00
県税理士会成田支部

（飯田町157-4）
県税理士会成田支部
☎28-0931

司法書士法律相談 4月18日（水） 18：00〜20：00 保健福祉館
県司法書士会佐倉支部
石井滋さん ☎20-1810

女性就業（内職）相談
（来所前に要電話）

水・金曜日 10：00〜16：00 市役所2階女性就業相談室
商工観光課
☎22-1111　内線2724

高年齢者職業相談 月〜金曜日  8：30〜17：00 市役所2階高年齢者職業相談室
商工観光課
☎22-1111　内線2725

消費生活相談 月〜金曜日 10：00〜16：00 消費生活センター（市役所2階）
消費生活センター
☎23-1161

年金相談 水曜日 10：00〜15：00 市役所1階相談室 保険年金課 ☎20-1526

交通事故相談 5月1日（火） 10：00〜15：00 市役所4階401会議室 交通防犯課 ☎20-1527

心配ごと相談
木曜日 10：00〜15：00 保健福祉館 社会福祉協議会

☎27-77555月11日（金） 10：00〜15：00 下総地域福祉センター

酒害相談 4月19日（木）  9：00〜12：00 保健福祉館 〃

家庭児童相談 月〜金曜日  9：00〜16：00 市役所1階家庭児童相談室 児童家庭課 ☎20-1538

戦没者遺族相談 4月23日（月） 10：00〜15：00 市役所1階相談室 社会福祉課 ☎20-1536

健康体力相談 5月15日（火） 9：00〜12：00 市体育館 市体育館 ☎26-7251

就学相談（予約制） 月〜金曜日  9：00〜17：30 成田市教育センター 教育センター ☎20-2922

教育相談（予約制） 火曜日  9：00〜16：00 〃 〃

教育相談（不登校相談も） 月〜金曜日 9：00〜17：00 成田市ふれあいるーむ21 教育相談室 ☎22-5100

相　談　日 ※市民生活相談の相談日は4月から月・金曜日になりました。
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ご活用ください
「中小企業資金融資制度」

対象＝市内で1年以上同一事業を営む中
小企業の経営者　
資金の種類と限度額

設備資金…3,000万円
運転資金…1,500万円
特別小口資金（運転・設備）…750万円
季節資金…300万円

※くわしくは商工観光課（☎20-1540）へ。

宿泊料金の一部を助成します
「臨海宿泊施設」

　市が契約した臨海宿泊施設を市民の皆
さんが利用した場合、宿泊料金の一部を
助成しています。
対象＝市に住民登録または外国人登録を

している人
助成額＝中学生以上2,500円、小 学 生  

2,000円（1年度当たり1人1回）
契約施設

休暇村館山…☎0470-29-0211
蓮沼ガーデンハウスマリーノ…☎
0475-86-2511
のさか望洋荘…☎0479-67-3511
鵜原民宿組合…☎0470-76-0436
岩井民宿組合…☎0470-57-2088
利用方法＝直接宿泊施設に予約した後、

印鑑を持参して生涯スポーツ課（市役
所5階）へ申請して利用券を受け取っ
てください（利用券を宿泊施設に提出
すると料金が割り引かれます）

※くわしくは生涯スポーツ課（☎20-1584）
へ。

掘り出し物を見つけよう
「リサイクル製品の販売」

期間＝4月17日（火）〜22日（日）
時間＝午前9時〜午後5時
対象＝市内に住み、品物を持ち帰ること

ができる人（希望者には、建物1階ま
での運送を有料で行います）
価格＝5,000円以内
申し込み方法＝リサイクルプラザに備え

付けの申し込み用紙に記入（申し込み
多数の場合は抽選のうえ、該当者に
はがきで通知。電話での申し込みは
できません）

※申し込みの無かった品物は抽選後に随
時受け付けします。家庭で不要になっ
た家具類で利用できるものがありま
したらご連絡ください。くわしくは
リサイクルプラザ（☎36-1000、月曜
日・祝日は休館）へ。

申告・納付はお早めに
「労働保険料」

　年度更新の手続きは、平成18年度の
概算保険料を精算する「確定申告」と平成
19年度の見込み保険料（概算保険料）を
申告するものです。申告・納付は、最寄
りの金融機関・郵便局を通じて、お早め
に手続きをしてください。
期間＝5月21日（月）まで
※くわしくは千葉労働局労働保険徴収課
（☎043-221-4317 http://www.chiba-
roudoukyoku.go.jp）へ。

ナイター利用ができます
「豊住第1スポーツ広場野球場」

　豊住地区スポーツ広場野球場のナイター
設備が5〜10月の平日に利用できます。
照明灯使用料金＝30分2,000円（コイン

を使用、コインは豊住地区体育協会
にあります）

※申し込みは豊住地区体育協会事務局・
野平さん（☎37-1000）へ。

下総公民館で
「アスベスト含有材の除去改修工事」

　下総公民館では、アスベスト含有材の
除去改修工事を次のとおり実施します。
期間＝4月24日（火）〜8月31日（金）
場所＝玄関ロビー、談話室、大会議室
※工事期間中、事務室は第2会議室（2階）

へ仮設移転（下総運動公園受付業務も
含む）し、一部施設の利用ができなく
なります。くわしくは下総公民館（☎
96-0090）へ。

催し物

伝統芸能の魅力にふれる
「伊能歌舞伎写真展」

期間＝6月28日（木）まで
時間＝午前9時30分〜午後5時
会場＝市立図書館2階展示コーナー
※くわしくは市立図書館（☎27-4646）

へ。

花と緑のあふれるまちへ
「グラジオラスの球根配布」

　5月4日の「みどりの日」にちなんで、
グラジオラスの球根（予定数1,500袋、
1人1袋まで）を無料で配布します。
配布日時＝4月25日（水）〜27日（金） 午

前9時〜午後5時
配布場所＝市役所4階公園緑地課、下

総・大栄支所農産土木課、中央公民館、
三里塚コミュニティセンター

※くわしくは公園緑地課（☎20-1562）
へ。

思わぬ掘り出し物があるかも

公演で使用される小道具の展示も

緑道はバイク禁止
　緑道は歩行者と自転車の専用道
路です。バイクの乗り入れは禁止
ですので、絶対にやめましょう。

不要品情報コーナー

《譲ります》
有償 ゴルフセット 製図台のドラ

フター テレビ ロックミシン
《探しています》
有償 職業用または工業用ミシン

耕運機 スクーター キャンピン
グカー カヤック 電子ピアノ
無償 車椅子 ヤマハエレクトーン

花器 ビデオデッキ（ベータ）
ラジオ ガスレンジ ビーチテー
ブル

※くわしくはリサイクルプラザ（☎
36-1000、月曜日・祝日は休館）へ。
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伝言板

お知らせi
ご協力をお願いします

「有害鳥獣の捕獲」

　4月20日（金）から7月20日（金）まで、
農作物に被害を与える有害鳥獣の捕獲が
市街地を除く市内全域で行われます。獣
類は期間中に箱わなによる捕獲を、鳥類
は5月から6月にかけて銃器による捕獲
を行います。事故防止のためご協力をお
願いします。
※くわしくは農政課（☎20-1541）へ。

ゴールデンウィークに開館します
「大栄B＆G海洋センター」

　大栄B&G海洋センターでは、ゴール
デンウィーク期間も次のとおり開館しま
すのでご利用ください。
開館日＝5月2日（水）〜6日（日）
対象施設＝アリーナ・武道場・会議室、

運動場（多目的広場）、テニスコート4面
※くわしくは大栄B&G海洋センター 
（☎73-5110・月曜日は休館）へ。

訪問セールスにご用心！
「排水設備の清掃・点検」

　最近、宅地内の排水設備の清掃・点検
に来たと、市役所から紹介されたような
ことを言って、各家庭を訪問する業者が
見受けられます。
　市では排水設備の清掃や点検につい
て、業者の紹介やあっせんは一切行って
いません。
　市から業務を委託された業者は、必ず
市発行の身分証明書を携帯しています。
※訪問セールスなどで不審に感じたら下

水道課（☎20-1553）へ。

ぜひご利用ください

農作業標準賃金・機械作業標準料金
　平成19年度の農作業標準賃金と機械作業標準料金が次のとおり決まりました。
　標準賃金・標準料金とも、成田・下総・大栄の各地区ごとに金額に違いがありますの
でご注意ください。

機械作業標準料金
作業種目 契約種別 標準料金（円） 備考

水田耕起 トラクター 10a請負 6,000
1
回
分
の
料
金

畑耕起 トラクター 10a請負 5,500
水
田
代
か
き

トラクター
ロータリー

10a請負 6,000

トラクター
ドライブハロー

10a請負 6,000

植
え
付
け

田植機 10a請負 7,000
苗費は
含まない

田植機
側条施肥

10a請負 7,500
苗費・肥
料費は含
まない

刈取脱穀 コンバイン 10a請負 18,500
倒伏水田
は割増し

乾燥調整 60kg当たり 2,600

育苗 1箱当たり 780

畦塗り トラクター 1m当たり 35

機械作業標準料金
作業種目 契約種別 標準賃金（円） 備考

水田耕起 トラクター 10a請負 5,600 1
回
分
の
料
金

水
田
代
か
き

トラクター
ロータリー

10a請負 5,600

トラクター
ドライブハロー

10a請負 6,300

畦塗り トラクター 1m当たり 35

植え付け 田植機 10a請負 6,800
苗費は含
まない

刈取脱穀 コンバイン 10a請負 18,700
倒伏水田は
状況により
金額を調整

乾燥調整 60kg当たり 2,500

育苗 1箱当たり 770

機械作業標準料金
作業種目 契約種別 標準料金（円） 備考

水田耕起 トラクター 10a請負 5,700

水田代かき トラクター 10a請負 6,500
仕上がり料
金、整地は
別途料金

植
え
付
け

田植機
10a請負

6,500
苗費は
含まない

麦（播種） 3,000

機械刈取
脱穀

コンバイン 10a請負
20,000 水稲

16,000 麦

乾燥調整 60kg当たり
2,800

水稲
（籾すり含む）

1,700 麦

機械刈取
乾燥調整

コンバイン 10a請負
35,000

水稲
（籾すり含む）

20,000 麦

育苗 1箱当たり 750

籾摺のみ 60kg当たり 700

畑
作

ト
ラ
ク
タ
ー

ロータリー

10a請負

15,700 深掘

5,200 普通

プラウ 6,300

サブソイラー 5,000

甘
し
ょ

つる刈り

10a請負

5,000

ベットマルチ 8,000
ベットマルチ
＋消毒

10,000

ご
ぼ
う

空掘り 10a請負
26,000 ホイール式

30,000 チェーン式

掘り取り 10a請負
26,000 普　通

30,000
ハーベス
ター使用

葉刈り 10a請負 5,000

ばれいしょ
ベットマルチ
＋植え付け

10a請負 25,000

にんじん 播種 10a請負 30,000
マルチシー
ダ使用

土壌消毒 10a請負 5,000

芋穴掘り
トレンチャー

1m当たり
300

ユンボ 500

畦塗り 1m当たり 35

農作業標準賃金
作業種目 契約種別 標準賃金（円） 備考

水田作業 1日 8,400 実労働時間
は8時間畑作業 1日 7,400

※  くわしくは農業委員会事務局（☎20-1573）、下総支所（☎96-1112）、大栄支所（☎73-8064）へ。

成田地区

農作業標準賃金
作業種目 契約種別 標準賃金（円） 備考

水田作業 1日 9,900
実労働時間
は8時間

畑作業 1日 8,200

果樹収穫作業 1日 7,700

下総地区

大栄地区
農作業標準賃金

作業種目 契約種別 標準賃金（円） 備考

水田作業 1日 8,000

実労働時間
は8時間

畑作業 1日 7,000

果樹収穫作業 1日 7,000

オペレーター 1日 10,000

平成19年度
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シャトルが飛び交う
「春季バドミントン大会」

日時＝5月6日（日） 午前8時30分から
会場＝市体育館アリーナ
対象＝高校生以上
参加費＝一般1,500円、学生1,000円（1

人当たり）
競技方法＝ダブルス（ラリーポイント）
※申し込みは4月27日（金）までに市体

育協会事務局（生涯スポーツ課・☎
20-1584）へ。

目録作成やパソコン入力業務など
「市史編さん事務補助員」

対�象＝心身ともに健康で、ワード・エク
セルの実務経験がある人
募集人員＝1人
業務内容＝市史資料の整理、目録作成お

よびパソコン入力
採用期間＝5月15日〜10月14日
勤務日時＝月14日以内、午前8時30分

〜午後5時15分
時給＝790円
応募方法＝4月26日（木）（必着）までに

写真を貼った履歴書を直接または郵
送で市立図書館（〒286-0017 赤坂
1-1-3）へ

※くわしくは同館（☎27-4646）へ。

あなたの就職を応援します
「就業支援パソコン講習会・ワード科」

期間＝5月7日（月）〜6月19日（火）の月・
火・木曜日（全20回）
時間＝午前10時〜午後4時
会場＝勤労会館（不動ヶ岡）
対象＝現在求職中の市民で、パソコン操

作技術を習得して就業しようとする人
内容＝文書作成ソフト「ワード」の基本

操作を習得し、日商PC（文書作成）検
定3級（検定日は6月12日）取得を目指
す。表計算ソフト「エクセル」の基本
操作を習得する
定員＝20人（応募者多数は選考）
受講料＝17,000円（教材費および検定

料実費）
申し込み方法＝4月18日（水）または19

日（木）の午後2時〜4時に応募者本人
が直接会場へ

※くわしくは商工観光課（☎20-1540）へ。

会社の同僚とペアを組んで
「成田市企業対抗ゴルフ大会」

期日＝5月28日（月）
会場＝総成カントリークラブ
競技方法＝1チーム2人の合計ネットお

よびグロス
参加費＝24,000円（1人当たり・プレー

費、昼食代、賞品代など）
参加資格＝市内の企業・団体（官公庁も

含む）の勤務者で同一企業に所属する
アマチュアペア（ただし、研修生・学
生を除く）

※申し込みは5月10日（木）までに市体
育協会事務局（生涯スポーツ課・☎
20-1584）へ。

ごみの減量と再資源化を目指して
「リサイクル団体の登録」

　市では、ごみの減量と再資源化を図る
ため、再利用できる資源ごみの回収を推
進しており、リサイクル運動に参加する
団体を募集しています。
　リサイクル運動の参加には、市への登
録が必要となります。登録団体は、基本
的に月1回資源回収活動を実施。回収実
績に応じて、1kg当たり10円の活動奨
励金を半年ごとに交付しています。
※団体の登録は随時受け付けていま

す。くわしくはクリーン推進課（☎
20-1530）へ。

「インディアカ・
ソフトバレーボール大会」

期日＝5月20日（日）
時間＝午前9時から
会場＝市体育館アリーナ
種目＝①混合の部（男女半数）、②女子の

部（①②ともに4人制・登録人数は8人
まで）
参加費＝無料
※申し込みは5月11日（金）までに生涯ス

ポーツ課（☎20-1584）へ。

「日中友好都市小学生卓球交歓大会
代表選手派遣選考会」

　日中国交正常化35周年を記念し、「日中
友好交流都市小学生卓球交歓大会」が8月
1日（水）〜6日（月）に中国・北京市で開催
されます。
　この大会の成田市代表選手を決める選
考会を次のとおり開催します。
日時＝4月28日（土） 午後5時から
会場＝市体育館アリーナ
対象＝市内在住の小学5・6年生
参加費＝無料
申し込み方法＝4月25日（水）までに市

体育協会事務局（生涯スポーツ課・☎
20-1584）へ

※優勝者（男女各1人）に大会への出場権
が与えられます（渡航費・滞在費など
は市国際交流協会が負担。ただし、パ
スポート取得に掛かる費用・保険代
は自己負担）。くわしくは同事務局へ。

リトミックや歌遊びを楽しみながら
「3歳児親子教室」

期日＝5月12日、6月16日、7月21日、
8月25日、9月15日、10月20日の土
曜日（全6回）

時間＝午前10時〜11時30分
会場＝下総公民館
内容＝リトミック・歌遊びなどを通し

て、親子で遊ぶことの楽しさや大切
さを学ぶ

対象＝3歳児とその親
定員＝15組30人（先着順）
参加費＝200円（1組1回当たり・教材費）
※申し込みは直接または電話で下総公民

館（☎96-0090）へ。

正しい歩き方を学んで健康づくり
「ウォーキング教室」

期日＝5月19日・26日、6月16日・23
日の土曜日（全4回）

時間＝午後1時30分〜3時
会場＝下総運動公園（雨天時は下総公民館）
内容＝正しい歩き方を学び、ウォーキン

グを楽しみながら健康増進を図る
対象＝20歳以上の人（親子も可）
定員と参加費＝50人（先着順）・無料
※申し込みは直接または電話で下総公民

館（☎96-0090）へ。誰でも気軽に楽しめます
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伝言板

募　集

身近な施設を再発見
「市内施設見学会」

期日＝5月11日（金）
集合時間と場所＝午前9時・市役所1階

ロビー
見学コース＝赤坂消防署、市立図書館、

花植木センター（昼食）、米屋工場
対象＝市内に住んでいる人
定員＝35人（先着順）
参加費＝無料（昼食は各自用意してくだ

さい）
※申し込みは電話で広報課（☎20-1503）へ。

印旛沼流域を歩いて楽しむ
「自然観察会」

日時＝5月19日（土） 午前9時15分〜午
後3時30分（小雨決行）
集合場所＝京成大佐倉駅北口
コース＝本佐倉城址コース
定員＝40人（応募者多数は抽選）
参加費＝500円（保険料・テキスト代）
講師＝岩瀬徹さん（千葉県生物学会顧問）

ほか
申し込み方法＝5月7日（月）（必着）ま

でに往復はがき（1枚に2人まで）に
参加者全員の住所・氏名・年齢・電
話番号を書いて（財）印旛沼環境基金

（〒285-8533 佐倉市宮小路町12）へ
※くわしくは同基金（☎043-485-0397）へ。

子育てを応援します
「2歳児親子教室」

期日＝5月22日（火）・30日（水）、6月5
日 （火）・12日（火）・19日（火）・26
日（火）、7月3日 （火）（全7回）
時間＝午前10時〜11時30分
内容＝子育ての相談、親子交流などを通

じ、幼児の心身の発達を学ぶ
会場＝中央公民館・遠山公民館
対象＝2歳の子どもと親
定員＝中央公民館25組・遠山公民館15

組（応募者多数は抽選）
参加費＝無料
申し込み方法＝5月10日（木）（必着）ま

でに往復はがきに住所・親子の氏名
（フリガナ）・子どもの生年月日・電
話番号・希望する会場（第2希望も）を
書いて中央公民館（〒286-0017赤坂 
1-1-3）へ

※くわしくは中央公民館（☎27-5911、
第1月曜日・祝日は休館）へ。

料理初心者を対象に
「男の料理入門教室」

期日＝5月13日・20日、6月3日・10日・
17日・24日の日曜日（全6回）
時間＝午前10時〜午後1時
内容＝和食・洋食・中華など簡単な調理

法でおいしく出来栄えの良いものを
作り、試食する
会場＝中央公民館
定員＝18人（応募者多数は抽選）
参加費＝無料（ただし、材料費は自己負

担）
申し込み方法＝4月24日（火）（必着）ま

でに往復はがきに住所・氏名（フリガ
ナ）・年齢・電話番号を書いて中央公
民館（〒286-0017 赤坂1-1-3）へ

※くわしくは同館（☎27-5911、第1月
曜日・祝日は休館）へ。

楽しみながら生きがいづくり
「シニア教養講座」

　市では、シニア教養講座の新規受講生
を次のとおり募集します。
対象＝60歳以上の市民
定員＝各講座20人（応募者多数は初めて

の人を優先して抽選）
参加費＝無料（教材費は実費）
申し込み方法＝5月1日（火）（必着）まで

に、はがきに住所・氏名・年齢・希
望する講座名を書いて老人福祉セン
ター（〒286-0005 下方1561-1）へ

各講座の日時と会場
■オカリナ教室
期日＝5月18日（金）〜3月7日（金）の第

1・3金曜日（全16回）
時間＝午後1時30分〜3時30分
会場＝保健福祉館 
■ハーモニカ教室
期日＝6月6日（水）〜3月5日（水）の第1・

3水曜日（全16回）
時間＝午後1時〜3時
会場＝保健福祉館 
■銭太鼓教室
期日＝6月7日（木）〜3月6日（木）の第1・

3木曜日（全16回）
時間＝午後1時30分〜3時30分
会場＝保健福祉館 
■社交ダンス教室
期日＝6月14日（木）〜3月13日（木）の第

2・4木曜日（全16回）
時間＝午後1時30分〜3時30分
会場＝保健福祉館 
■絵手紙教室
期日＝6月14日（木）〜3月27日（木）の第

2・4木曜日（全16回）
時間＝午前10時〜正午
会場＝大栄公民館 
■色えんぴつ画教室
期日＝6月20日（水）〜3月19日（水）の第

1・3水曜日（全16回）
時間＝午前9時30分〜11時30分
会場＝下総公民館 
■短歌教室
期日＝6月6日（水）〜3月5日（水）の第1・

3水曜日（全16回）
時間＝午後1時30分〜3時30分
会場＝老人福祉センター
※くわしくは同センター（☎26-0236）へ。

市内の公共施設を見学（赤坂消防署）

料理の基本を学ぼう
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●母親学級（予約制）…主に初めて母親になる人が対象
●パパママクラス（予約制）…妊婦とその家族が対象
　※日時などくわしくは健康増進課へ。
●新生児訪問…生後28日以内の赤ちゃんが対象
　※希望する人は新生児連絡票（母子健康手帳別冊1）を健康増進課へ送付。
●ポリオの予防接種…生後3～90カ月未満の乳幼児が対象
　期日＝5月7日（月）・9日（水）　受付時間＝午後1時15分〜2時
　※問診票と母子健康手帳を持参。

日曜祝日診療機関

※来診前に、電話で症状を連絡してください。健康保険証を忘れずに。

☎27-1116／赤坂1-3-1（保健福祉館敷地内） 　都合により休診する場合があります。
来診前に電話で問い合わせてください。
成田病院（押畑・☎ 22-1500）
藤倉クリニック（幸町・☎ 22-1158）
聖マリア記念病院（取香・☎ 32-0711）
ひらの内科（ウイング土屋・☎ 23-8070）
大田クリニック

（午後 1 時まで・ウイング土屋・☎ 23-2100）
なのはなクリニック（午前中・吉岡・☎ 49-0533）

急病診療所

▼一般健康相談 期日 時間 相談を受ける人

歯の健康相談 5月 2日（水） 午後1時30分〜2時30分 歯科医師・歯科衛生士

こころの健康相談（予約制） 4月25日（水） 午後1時30分から カウンセラー・保健師

▼乳幼児健診・相談 期日 受付時間 対象

4カ月児育児相談 4月16日（月）

午前9時〜9時30分
午後1時〜1時30分

平成18年12月生まれ

10カ月児育児相談 4月18日（水） 平成18年 6月生まれ

1歳6カ月児健診 5月10日（木） 平成17年10月生まれ

3歳児健診 4月26日（木） 平成15年10月生まれ

2歳児歯科健診 5月17日（木） 午後1時〜2時 平成16年10月生まれ

からだの発達相談（予約制） 5月17日（木） 午後1時30分から 体の発達に心配のある乳幼児

こころの発達相談（予約制） 5月15日（火） 午後1時30分から 心理発達に心配のある乳幼児

保健インフォメーション
　このコーナーの会場は保健福祉館です。問い合わせは健康増進課（☎27-1111）、または保健福祉館下総分館（☎96-1108）・
大栄分館（☎73-6881）へ。電話やＦＡＸ（27-1114）で健康に関する相談なども受け付けしています。

保育園名 電話番号 期日 保育園名 電話番号 期日
＊松　崎 26-8282 4/20（金）、5/18（金） 　赤　荻 24-0752 毎日（土・日・祝日を除く）
　中　台 27-9023 4/18（水）、5/2（水）・16（水） ＊大　栄 73-3000 毎日（土・日・祝日を除く）
　新　山 28-2527 4/19（木）、5/17（木） ＊宗　吾 26-2472 毎日（土・日・祝日を除く）
　長　沼 37-0005 4/27（金）、5/11（金）・25（金）＊公津の杜 29-6551 毎日（土・日・祝日を除く）
　加良部 26-3010 4/17（火）、5/1（火）・15（火） ＊三里塚第一 35-0165 一時保育のみ
　玉　造 26-8889 4/26（木）、5/10（木）・24（木）＊三里塚第二 35-0081 一時保育のみ
＊吾　妻 27-5773 4/25（水）、5/9（水）・23（水） ＊成　田 22-0856 一時保育のみ
　橋賀台 28-0676 4/24（火）、5/8（火）・22（火） ＊つのぶえ 22-0867 一時保育のみ
＊高　岡 96-0042 4/25（水）、5/9（水）・23（水） ＊月かげ 96-0531 一時保育のみ
　小御門 96-2362 4/19（木）、5/17（木）

　このコーナーの問い合わせは各保育園
か児童家庭課（☎20-1538）へ。赤荻・大
栄・宗吾・公津の杜保育園以外は予約が必
要です。
＊は一時保育あり（要予約）
時�間＝午前10時〜11時（赤荻は午前9時

〜午後0時15分、大栄は午前9時30分
〜午後4時30分、宗吾は午前9時〜午後
4時、公津の杜は午前9時30分〜午後3
時、月かげは午前9時30分〜11時）

保 育 園 開 放 日

診療
科目 診療日 診療時間

内科
小児科 毎日 午後7時〜午後11時

外科 日曜日・祝日 午前10時〜午後5時

歯科 日曜日・祝日 午前10時〜午後5時
午後7時〜午後11時

日時＝4月19日（木） 午前10時〜11時45分、
　　　午後1時〜4時
会場＝市役所1階ロビー

献　血

臨時休診日（眼科）＝4月20日（金）

※くわしくは同診療所（☎73-2333）へ。

国保大栄診療所
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福祉と健康
心を傾けて聴こう

傾聴ボランティア講座

　地域社会の中で、悩みや寂しさを抱え
る高齢者・障がい者の話し相手となる技
術を学びましょう。
日時＝4月23日（月）・25日（水）・27日（金）
（全3回）　午後1時30分〜3時30分
会場＝保健福祉館
講師＝真鍋里美さん
定員＝25人（先着順）
申込締切＝4月20日（金）
参加費＝無料
※くわしくはボランティアセンター（☎

27-8010）へ。

仲間作りや社会参加のきっかけに
若がえり隊

　市では、脳卒中などによる軽い障がい
のある人を対象に、日常生活動作訓練の
ほか、体操やペタンク・音楽療法などを
取り入れ楽しく訓練をしています。ま
た、若がえり隊修了後は、OB会でボラ
ンティアや学習活動などをする機会もあ
ります。
　仲間づくりや社会参加のきっかけに、
ぜひ、参加してみてください。
対象＝脳卒中や難病などによる軽い障が

いのある40〜64歳までの人
日時＝毎週月・水曜日　午前10時〜午

後3時（7カ月で修了）
会場＝保健福祉館（送迎あり）
※くわしくは健康増進課（☎27-1111）へ。

妊婦や乳幼児の保護者は連絡を
市外から転入した人へ

　健康増進課では、母親学級や育児相
談・各種健診・予防接種・乳幼児医療
費の助成など、各種母子保健サービスを
行っています。ほかの市区町村から成田
市へ引っ越してきた妊婦や乳幼児の保護
者の人には、成田市のこれらのサービス
についての説明や、成田市の妊婦・乳児
健康診査受診票、予防接種問診票の発行
を行いますので、母子健康手帳を持参の
うえ、健康増進課（保健福祉館・下総分
館・大栄分館）へお越しください。
※くわしくは健康増進課（☎27-1111）へ。

より良い育ちのために
簡易マザーズホーム

　簡易マザーズホームは、発達に遅れや
障がいがあるお子さんと保護者のための
通園施設です。いろいろな遊びを楽しむ
こと、また規則正しい生活を繰り返すこ
とで、保護者とともに子どもたちの心と
身体を育てることを目的にしています。
　また、子どもの発育や発達についての
相談にも応じていますので、気軽に相談
してください。
対象＝発達に遅れや障がいのある小学校

就学前の幼児（一部小学生以上の利用
も可）

開園日時＝月〜金曜日の午前10時〜午
後3時

場所＝赤坂1-3-1（保健福祉館敷地内）
おもな療育支援

保育（基本的生活習慣への支援。遊び
や運動の実施）
専門療法（理学療法・作業療法・音楽
療法など）
温水プールを利用した水療育
★小学生以上が利用できる支援

水療育（月2回、知的グループと肢体
グループに分かれて実施。知的障が
い児は小学4年生まで、肢体不自由児
は小学6年生まで）
個別理学療法（状態に応じ月1〜2回）
利用方法＝障害者福祉サービス受給者証

が必要です。障がい者福祉課（市役所
議会棟1階）へ申請してください

※くわしくは簡易マザーズホーム（☎
26-9918）へ。

子育て応援しています
地区保健推進員

　遠山・下総・大栄の3地区では、地区
保健推進員が中心となり、お子さんと、
お母さんやお父さんがお話ししたり一緒
に遊んだりしながら、楽しい時間を過ご
せる機会を提供しています。
　ぜひ、お子さんと一緒に遊びに来てく
ださい。
【遠山ミルキーキッズ】
日時＝毎月第2水曜日（1月・8月は休み）
　午前9時30分〜11時30分
場所＝御料共同利用施設
問い合わせ先＝健康増進課（☎27-1111）
【下総地区ちびっこ広場】
日時＝4月20日（金）、5月16日（水）、6

月1日（金）、7月11日（水）、8月21日
（火）、9月14日（金）、10月22日（月）、
11月14日（水）、12月3日（月）、1月
16日（水）、2月25日（月）、3月24日

（月）　午前9時30分〜11時
場所＝下総分館
問い合わせ先＝下総分館（☎96-1108）
【大栄地区すこやかサークル】
日時＝4月20日（金）、5月16日（水）、6

月1日（金）、7月11日（水）、9月14日
（金）、10月22日（月）、11月14日（水）、
12月3日（月）、2月25日（月）、3月24
日（月）　午前9時30分〜11時30分
場所＝大栄分館
問い合わせ先＝大栄分館（☎73-6881）
※くわしくは各問い合わせ先へ。

希望する人はお問い合わせを
ことばの相談室

　市内に住んでいることばの発達や発音
の誤り、吃

きつ

音などで心配のある就学前の
お子さんを対象に相談、訓練などを行っ
ています。
　予約制ですので、希望する人は健康増
進課に問い合わせてください。
※くわしくは同課（☎27-1111）へ。

　休日夜間の子どもの急病時、
医療機関ですぐ受診した方がよ
いかなどの相談に看護師が応じ
ます。必要な場合には小児科医
に電話を転送します。
■受付日時
　 土・日曜日、祝日、振替休日

お よ び12月29日 〜1月3日 の
午後7時〜10時
■電話番号
　プッシュ回線からは→#8000
　ダイヤル回線・携帯電話からは
　→☎043-242-9939

こども急病電話相談

広報なりた2007.4.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です��
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編
集
後
記 成田市役所本庁舎（行政棟、議

会棟、消防本部、成田消防署）は
ISO14001の認証登録を受けて
います。

06ER・586

　約87万人。昨年から今年にかけて実施されてきた合併記念全57事業の参加者総数です。

この間、いろいろな場所に取材でお邪魔しましたが、山車の上から写真を撮った「公津み

らい2006公和祭」や、印旛沼を鮮やかに彩った「NARITA花火大会in印旛沼」などが特に印

象深く思い出されます。両事業のように、地域住民が一致団結して新たに催されたものも

多くあり、継続開催の話も出ているとか。新「成田市」は、3月27日の市民の日フェスティ

バルでめでたく1周年を迎えました。今後は、さらに一体となった成田をお伝えできるよ

う、スタッフ一同、フットワーク軽く飛び回ります。

高
岡
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国
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び
、
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岡
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よ
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歴史と伝統文化のま
ち・成田。市内には、
歴史ある文化財が多数
あります。

●70回●

井上正鑑氏寄贈のアルバム（高岡小学校所蔵）

懸賞飛行機競技会に参加し3等賞を受賞（大正12年
6月、下総歴史民俗資料館所蔵）

　今から10年前、高岡小学校創立120周年
に際し同校に残る古い写真の整理をした元
下総歴史民俗資料館長の礒

いそ

辺
べ

大
ひろ

暢
のぶ

さんは、
戦前の航空機や羽田飛行場、東京上空か
らの航空写真など50点が収められた1冊の
アルバムを発見しました。アルバムの撮影
者は南部信

のぶ

鑑
あきら

（のちの井上正
まさ

鑑
あきら

）。彼はアメ
リカのライト兄弟の飛行を活動写真で見て
飛行機に憧れ、わが国の民間航空の草創
期・発展期に活躍した飛行家の一人です。
しかし、彼の名前は飛行機好きな人以外に
はあまり知られていません。
　信鑑は明治32年6月27日、八戸藩（青森
県）の藩主だった子爵・南部利

とし

克
なり

の二男と
して東京で生まれ、昭和3年5月に下総旧高
岡藩主の井上家に婿入りし井上正鑑と改
名。信鑑から正鑑に名前が変わった理由は、
井上家の相続人は名前に代 「々正」の字を
付けるからです。
　礒辺さんは高岡藩の研究調査を進める
中で信鑑と親交を深め、何回となく直接
お話を聞いたことがあるそうです。磯辺さ
んは「長男・信

のぶ

克
なり

も
飛行機好きでした
が、華族の嫡子が
危険な飛行家になる
ことは認められず信
鑑だけが許されまし
た。少年時代から飛
行機とカメラに夢中

で、自分を飛行機狂と言っていましたね。
休日のたびに友人と東京から夜通し歩いて
所沢の陸軍飛行場まで通い、そこで日本の
パイロット第1号である徳川好敏大尉と親
しくなって飛行機に乗せてもらったり、大
正5年ごろ、青山連兵場でアメリカの曲芸
飛行家アート・スミスの写真を撮ったこと
もあったそうです」と、信鑑の飛行機に対
する思い入れの強さを窺わせるエピソード
を語ってくれました。また、信鑑は年に一
度、秋の彼岸の日には高岡に来ていたとい
うことで、高岡を「お国」と呼び、こよなく
愛していたようです。
　大正10年、日本航空界のパイオニアの
一人である伊藤音次郎（戦後は成田で暮ら
す）の経営する伊藤飛行機研究所に入所
し、本格的に操縦の練習を開始。翌年10
月に卒業、3等飛行機操縦士の免状を取得
し、少年時代から夢見ていたパイロットの
道を歩み出したのは、信鑑が23歳の秋でし
た。しかし、大空を飛び続ける日々はそう
長くは続きませんでした。（次回に続く）

大正11年、伊藤飛行機研究所
を卒業したときの「卒業證書」

（下総歴史民俗資料館所蔵）


